




設問１

下記の文章の作者の徳目についての考え方を「異論」と対比しながら 800 字以

内で説明しなさい。

（著作権処理手続中のため、文章の出典と引用箇所のみを表示します。）

【出典】大庭健『善と悪―倫理学への招待』（岩波書店，2006）

【引用】

第 5 章 美徳と悪徳―呻きの沈殿と，共感，第 1 節「個人的徳目とシステム」

136 頁 1 行目～145 頁 9

行目。見出しのほか，文章の一部を省略している。










